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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 60,495 14.2 11,469 9.2 8,430 31.0

2022年３月期第３四半期 52,935 △0.6 10,494 17.7 6,433 18.6

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 1,156百万円（△87.0％） 2022年３月期第３四半期 8,916百万円（△11.7％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 251.85 251.76

2022年３月期第３四半期 192.09 192.01

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 5,286,963 248,467 4.6

2022年３月期 5,486,283 250,554 4.5

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 248,397百万円 2022年３月期 250,485百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 40.00 － 50.00 90.00

2023年３月期 － 45.00 －

2023年３月期（予想） 45.00 90.00

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,800 7.8 15,900 17.8 10,700 18.8 319.81

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（２）連結財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除し

て算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 33,805,456株 2022年３月期 33,805,456株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 348,426株 2022年３月期 313,070株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 33,475,043株 2022年３月期３Ｑ 33,490,635株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－　　　　除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当行は、役員報酬BIP信託を導入しており、当該信託が保有する当行株式を自己株式に含めて記載しており

ます。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想は、現在当行が入手可能な情報及び現時点での判断、評価、事実認識に基づいた仮定を前提としており、当

行としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、今後想定される様々な要因（国内外の経

済、株式市場等の状況変化）によって異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の経常収益は、貸出金利息や有価証券利息配当金を主因に資金運用収益が増加したこ

と、及び国債等債券売却益を主因にその他業務収益が増加したこと等から、前年同期比75億59百万円増加し604億

95百万円となりました。

　一方、経常費用は、国債等債券売却損を主因にその他業務費用が増加したこと等から、前年同期比65億84百万円

増加し490億25百万円となりました。

　これらの結果、経常利益は前年同期比９億75百万円増加し114億69百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は同19億97百万円増加し84億30百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比1,993億円減少し５兆2,869億円、純資産は前連結会

計年度末比20億円減少し2,484億円となりました。

　主要な勘定残高は、貸出金が前連結会計年度末比272億円増加し３兆8,689億円となりました。有価証券は前連結

会計年度末比541億円増加し7,893億円となりました。預金は前連結会計年度末比903億円増加し４兆8,481億円とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、2022年10月31日公表の数値から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

現金預け金 790,922 498,769

買入金銭債権 816 858

商品有価証券 51 5

金銭の信託 1,491 1,488

有価証券 735,215 789,383

貸出金 3,841,638 3,868,921

外国為替 3,701 4,777

リース債権及びリース投資資産 19,534 17,627

その他資産 38,226 46,915

有形固定資産 56,163 55,145

無形固定資産 5,125 4,826

退職給付に係る資産 8,518 9,052

繰延税金資産 1,103 4,074

支払承諾見返 4,965 5,035

貸倒引当金 △21,191 △19,919

資産の部合計 5,486,283 5,286,963

負債の部

預金 4,757,810 4,848,196

譲渡性預金 23,290 16,195

コールマネー及び売渡手形 33,657 37,952

債券貸借取引受入担保金 17,476 9,275

借用金 358,392 75,140

外国為替 218 208

信託勘定借 5,735 7,100

その他負債 24,766 31,041

賞与引当金 1,138 286

役員賞与引当金 37 25

退職給付に係る負債 2,964 2,843

役員退職慰労引当金 27 32

利息返還損失引当金 44 29

睡眠預金払戻損失引当金 196 196

ポイント引当金 109 109

偶発損失引当金 307 221

株式報酬引当金 80 80

繰延税金負債 284 297

再評価に係る繰延税金負債 4,227 4,227

支払承諾 4,965 5,035

負債の部合計 5,235,729 5,038,496

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

資本金 45,743 45,743

資本剰余金 38,353 38,353

利益剰余金 148,605 153,850

自己株式 △893 △950

株主資本合計 231,809 236,997

その他有価証券評価差額金 10,476 △1,725

繰延ヘッジ損益 124 5,035

土地再評価差額金 8,286 8,286

退職給付に係る調整累計額 △210 △196

その他の包括利益累計額合計 18,676 11,400

新株予約権 38 38

非支配株主持分 29 31

純資産の部合計 250,554 248,467

負債及び純資産の部合計 5,486,283 5,286,963
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

経常収益 52,935 60,495

資金運用収益 29,807 31,736

（うち貸出金利息） 24,958 25,894

（うち有価証券利息配当金） 4,317 5,291

信託報酬 46 43

役務取引等収益 11,409 10,986

その他業務収益 1,374 8,115

その他経常収益 10,296 9,612

経常費用 42,440 49,025

資金調達費用 818 2,089

（うち預金利息） 340 291

役務取引等費用 2,995 2,936

その他業務費用 733 8,032

営業経費 26,008 26,687

その他経常費用 11,885 9,278

経常利益 10,494 11,469

特別損失 53 66

固定資産処分損 8 32

減損損失 45 34

税金等調整前四半期純利益 10,440 11,402

法人税、住民税及び事業税 3,342 2,639

法人税等調整額 663 330

法人税等合計 4,005 2,970

四半期純利益 6,434 8,432

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,433 8,430

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 6,434 8,432

その他の包括利益 2,481 △7,276

その他有価証券評価差額金 2,530 △12,201

繰延ヘッジ損益 39 4,911

退職給付に係る調整額 △88 13

四半期包括利益 8,916 1,156

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,914 1,154

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。これに伴う四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（貸倒引当金の追加計上）

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い影響を受けている債務者のうち、その影響が長期化すると見込まれる業

種の債務者に係る債権については、信用リスクが高まっているものと仮定しております。

　こうした仮定のもと、予め定めている償却・引当基準に則り、当該債務者の債務者区分を引下げたものとみなし

貸倒実績率に必要な修正を加え見積る方法により貸倒引当金を追加計上しております。

　なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定については、前連結会計年度の有価証券報告書の「第

５　経理の状況　１　連結財務諸表等　(１)　連結財務諸表　注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載した内

容から重要な変更はありません。

（役員向け株式報酬制度）

　当行は、当行取締役（社外取締役及び国内非居住者である者を除く。以下同じ。）を対象とした、役員報酬BIP

信託を導入しております。

１　取引の概要

　役員報酬BIP信託は、中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を一層高めることを目的とした役員イ

ンセンティブ・プランであり、役位や業績目標の達成度等に応じたポイントが当行の取締役に付与され、そのポ

イントに応じた当行株式及び当行株式の換価処分金相当額の金銭が取締役の退任時に交付及び給付される株式報

酬型の役員報酬であります。

２　信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）に準じております。

３　信託が所有する自社の株式に関する事項

　信託が所有する当行株式は株主資本に自己株式として計上しております。信託における自己株式の帳簿価額、

期末株式数及び期中平均株式数は以下のとおりであります。

　(1）信託における帳簿価額　　　　153百万円（前連結会計年度末は98百万円）

　(2）期末株式数　　　　　　　　　 78,236株（前連結会計年度末は44,094株）

　(3）期中平均株式数　　　　　　　 60,940株（前第３四半期連結累計期間は46,434株）

　なお、期中平均株式数は１株当たり情報の算定上、控除する自己株式に含めております。
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(単位：億円)

2023年３月期
第３四半期

累計期間（Ａ）

2022年３月期
第３四半期

累計期間（Ｂ）

比較
（Ａ－Ｂ）

2023年３月期
通期予想

2022年３月期
通期実績

業務粗利益 370 371 △1 491

資金利益 305 297 8 393

役務取引等利益 72 76 △3 100

その他業務利益 △7 △1 △5 △2

うち債券関係損益 △6 △2 △3 △3

経費(除く臨時処理分)(△) 255 250 4 335

実質業務純益 114 120 △5 156

コア業務純益 121 123 △2 159

除く投資信託解約損益 116 117 △0 149

一般貸倒引当金繰入額（△） 6 △4 10 4

業務純益 108 125 △16 151

臨時損益 △1 △28 26 △30

株式関係損益 3 1 1 4

不良債権処理費用（△） 6 16 △9 22

償却債権取立益 1 3 △2 3

その他臨時損益 0 △17 17 △15

経常利益 106 96 9 147 121

特別損益 △0 △0 △0 △0

税引前四半期（当期）純利益 105 96 9 120

法人税、住民税及び事業税(△) 21 28 △7 36

法人税等調整額（△） 2 6 △3 1

法人税等合計（△） 24 35 △10 37

四半期（当期）純利益 81 60 20 100 83

３．決算補足説明資料

（１）損益の状況 … （単体）

①　実質業務純益　　114億円

　実質業務純益は、資金利益が増加した一方、役務取引等利益が投信販売手数料を主因に減少したこと、及びその

他業務利益が債券関係損益を主因に減少したこと等から、前年同期比５億円減少し114億円となりました。

②　経常利益　　　　106億円

　経常利益は、上記に加え、与信関係費用が増加したものの、前年同期の本店関連の臨時費用の剥落等から、前年

同期比９億円増加し106億円となりました。

③　四半期純利益　　 81億円

　四半期純利益は、法人税等の減少から前年同期比20億円増加し81億円となりました。

（注）１　記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

２　コア業務純益とは、業務純益に対し一般貸倒引当金繰入額と債券関係損益を加減調整したものです。

３　2023年３月期通期予想につきましては、2022年10月31日公表の数値から変更はありません。

- 8 -

(株)武蔵野銀行（8336） 2023年３月期第３四半期決算短信



(単位：億円)

2023年３月期
第３四半期

累計期間（Ａ）

2022年３月期
第３四半期

累計期間（Ｂ）

比較
（Ａ－Ｂ）

不良債権処理費用 6 16 △9

一般貸倒引当金繰入額 6 △4 10

償却債権取立益（△） 1 3 △2

合計 11 8 3

　金融再生法開示債権は、2022年９月末比20億円増加し、738億円となりました。

　不良債権比率につきましては、2022年９月末と同水準の1.8％となりました。

(単位：億円) (参考)    (単位：億円)

2022年12月末 2022年９月末
2022年９月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 144 3 141

危険債権 334 1 333

要管理債権 261 17 244

　(三月以上延滞債権額) (－) (－) (－)

　(貸出条件緩和債権額) (261) (17) (244)

合計（開示債権額） 738 20 718

(単位：％) (参考)      (単位：％)

総与信に占める開示債権額の比率

（不良債権比率）
1.8 0.0 1.8

＜参考＞

与信関係費用（単体）

（２）金融再生法開示債権の状況 … （単体）

（注）　上記の2022年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する

各債権により分類しております。

また、各開示区分の金額は、2022年９月末から同12月末までの倒産・不渡り等の客観的な事実及び行内格付の

変動等を反映させた同12月末時点での当行の定める自己査定基準に基づく各残高を記載しております。

なお、新たに「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる金額のうち、無価値と認められる部分に

ついては直接償却相当額として当該金額を減額しております。

（参考）債務者区分との関係

破産更生債権及びこれらに準ずる債権・・・破綻先、実質破綻先の債権

危険債権　　　　　　　　　　　　　・・・破綻懸念先の債権

三月以上延滞債権　　　　　　　　　・・・要注意先債権のうち、３ヵ月以上延滞債権に該当する債権

貸出条件緩和債権　　　　　　　　　・・・要注意先債権のうち、貸出条件緩和債権に該当する債権

　（３）自己資本比率（国内基準） … （単体・連結）

　　　　2022年12月末の自己資本比率につきましては、算出次第公表いたします。
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　譲渡性預金を含めた預金等残高は、個人・法人とも順調に増加しましたことから、前年同月末比965億円（年率

2.0％）増加し、４兆8,791億円となりました。

　預り資産残高は、合計で前年同月末比511億円（年率5.4％）増加し、9,948億円となりました。

(単位：億円、％) (参考)(単位：億円)

2022年
12月末

2021年
12月末

2022年
９月末2021年

12月末比
年間増加率

預金等残高 48,791 965 2.0 47,826 48,661

預金 48,529 1,047 2.2 47,482 48,319

うち個人預金 35,965 874 2.4 35,090 35,513

譲渡性預金 261 △82 △23.8 344 341

預り資産残高 9,948 511 5.4 9,436 9,776

投資信託 1,688 43 2.6 1,645 1,648

生命保険 7,829 483 6.5 7,345 7,690

国債等 429 △15 △3.4 445 438

預金等・預り資産 合計 58,739 1,477 2.5 57,262 58,437

　貸出金残高は、中小企業向け貸出を中心に増加しましたことから、前年同月末比646億円（年率1.6％）増加し、３兆

8,805億円となりました。

(単位：億円、％) (参考)(単位：億円)

2022年
12月末

2021年
12月末

2022年
９月末2021年

12月末比
年間増加率

貸出金残高 38,805 646 1.6 38,158 38,839

うち中小企業等貸出金残高 30,846 944 3.1 29,902 30,639

うち住宅ローン残高 9,294 48 0.5 9,245 9,305

（４）預金等・預り資産及び貸出金の残高 … （単体）

①　預金等及び預り資産

（注）　生命保険は販売累計額を記載しております。

②　貸出金
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　時価のある有価証券の評価損益は24億円のマイナス（株式の評価損益は243億円のプラス、債券の評価損益は136億円

のマイナス、その他の評価損益は131億円のマイナス）となりました。

　なお、時価変動リスクを低減する目的で行う金利スワップによる繰延ヘッジの評価損益は54億円のプラスとなりまし

た。

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

2022年12月末 2022年９月末

四半期連結
貸借対照表

計上額
評価差額

中間連結
貸借対照表

計上額
評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 7,537 △24 256 280 7,479 40 239 199

株式 427 243 249 5 405 217 226 9

債券 5,202 △136 3 140 5,177 △62 6 68

その他 1,907 △131 3 134 1,896 △115 6 121

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

2022年12月末 2022年９月末

時価 差額 時価 差額
うち益 うち損 うち益 うち損

満期保有目的の債券 309 △3 － 3 311 △2 0 2

（単位：億円）

2022年12月末 2022年９月末

評価損益 評価損益
2022年９月末比

金利スワップ 54 26 27

（５）時価のある有価証券の評価差額 … （連結）

①　その他有価証券

（注）　「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後）と時価との差額を計上しております。

②　満期保有目的の債券

（注）　「差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後）と時価との差額を計上しております。

※　金利スワップ
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(単位：億円) (参考) (単位：億円)

区分 種類
2022年12月末 2022年９月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

金融商品取引所
金利先物 － － － － － －

金利オプション － － － － － －

店頭 金利スワップ 481 2 2 347 1 1

合計 － 2 2 － 1 1

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

区分 種類
2022年12月末 2022年９月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

金融商品取引所
通貨先物 － － － － － －

通貨オプション － － － － － －

店頭
通貨スワップ 524 12 12 207 △3 △3

為替予約 23 0 0 21 0 0

合計 － 13 13 － △3 △3

（６）デリバティブ取引 … （連結）

①　金利関連取引

（注）　ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

②　通貨関連取引

（注）　ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　③　株式関連取引、④　債券関連取引、⑤　商品関連取引及び⑥　クレジット・デリバティブ取引について該当事項

はありません。

以　上
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